
　「今川」という町名は、昭和7年（1932）に、一部の町名を変
更して新しくできました。この町名の由来は、駿河・三河・遠
江の戦国大名として有名な今川義元の子孫に起因していま
す。現在の今川2丁目にある「観泉寺」には、今川氏累代の墓
があり、「今川」周辺はかつて今川氏の領地でした。
　今川義元の3代後の今川直
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たほうびとして井草村（高300石あまり）の他2か村を知行
地（註2）として与えられました。これを機に、直房は下井草に
あった「観音寺」を今川氏の菩提寺として、寺領10石を寄せ
て再興します。また、直房の姉は伽
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へ移し、寺名も「観泉寺」と改称しました。後に、万昌院（中野
区）にあった今川氏
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（義元の子）の墓は改葬され、氏真は観
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」（註3）となりました。

　昭和初期頃まで、今川周辺には今川氏に因む通称の地名
が残っていました。例えば桃井2丁目11･12辺りにあった
「御

お
茶
さ
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」は今川氏の御用茶園で、井草4丁目（現在「井草森

公園」）にあった「お菜
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」は今川氏の御用野菜を栽培した

所だったといいます。今ではその痕跡は消え、日常風景から
今川氏のなごりは薄れつつありますが、町名の中にその所
縁が残されています。そして観泉寺には今川氏累代の墓が
並び、今川氏の由緒を今も厳かに伝え続けています。

町名の由来と今 第3回

地名の歴史と由来／今川編 幸田有美子（杉並区立郷土博物館分館）

今川氏との馴れ初め

今川氏のなごり
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現在の「今川」
※当センターの対象地域を示しています。

（註1）天皇から宮号を賜ること。家康を祭神とした「日光東照
宮」は、第110代後光明天皇から「東照社」に宮号が宣下さ
れたことで「東照宮」と呼ばれるようになった。

（註2）大名が家臣に与えた領地のこと。
（註3）開基とは財政面を負担する信者のこと。勧請開基とは、本

来その寺の開基ではないが、先祖や師を敬って開基とす
ること。

宝珠山観泉寺（今川2丁目）
境内にある今川氏累代の墓は、東京都指定の旧跡となっています。

　自然が美しい南太平洋に位置するミクロネシア連邦は、600余りの島から構成されていま
す。19世紀の初めから、スペイン、ドイツ、日本等に統治されてきましたが、戦後はアメリカ合衆
国の信託統治領でした。1991年国連に加盟し、国際社会の一員となりました。初代、第7代の大
統領が日系人という親日国家ミクロネシア連邦を知り尽くした元 駐ミクロネシア連邦 日本国
特命全権大使・鈴木栄一（すずき・えいいち）氏が、その昨今について語ります。

★日　時：10月22日（土）午後1時30分〜3時30分
★場　所：荻窪地域区民センター 第1・2集会室
（詳細はP4の「講座案内」をご覧ください。） 鈴木栄一氏

元 駐ミクロネシア大使 大いに語る

第38回 荻窪センター祭

　終戦記念日を前にした8月14日（日）、現在の明治大学生田
キャンパスにかつて存在した「陸軍登戸研究所」の実態を学ぶ
講座が開かれました。講師は明治大学文学部教授で「登戸研究
所資料館」館長の山田朗氏。
　山田教授は画像を活用しながら、「登戸研究所の組織とその

活動内容」「開発製造された『風船
爆弾』『偽札』などの秘密兵器がど
のように実戦使用されたか」「敗
戦後の研究所」「戦争遺構として
の保存運動と資料館開設」などに
つき、具体的に、またわかりやす

く解説。募集定員を大幅に超
えた約70名の受講者は、講師
の話に熱心に聴き入っていま
した。「意外な戦時中の事実に
ついて知ることができた」「極
秘の軍事研究がこれほどの規
模で展開されていたとは驚き
だ」「隠蔽されようとした史実
を掘り起こし、次代につなげ
てゆく活動の貴重さを教えられた」「生田の『資料館』を是非見
学してみたい」などの感想が、受講者から寄せられました。講座風景

風船爆弾

「戦争の一断面─陸軍登戸研究所」講座報告

　第8回防災フォーラム「みんなの安心・安全フェスタ」が、9月10日（土）西荻地域区民センター
で、「72時間をどう生きるか―みんなで一緒に体験しよう」をテーマに開催され、450人が来場
しました。
　ホールでは大里宣之氏が「自分の力で生きる防災・減災を学びましょう」という演題で講演し
たほか、弦楽合奏団体カプリース･キッズ･アンサンブルが演奏を披露しました。会場内では井
草、井荻、荻窪の中学生レスキュー隊の模範演技、起震車体験などが行われました。また、幅広い
内容の展示、フリーマーケットなども行われ、来場者は防災意識を新たにしました。

　7月23日（土）、当センターにおいて、「荻窪センター祭」が開催されました。東
京都知事選の期日前投票と重なったため、今年は1日のみの開催となりました
が、好天に恵まれ約1,250名の方々が来場されました。即売会・各種模擬店・鉄道
模型運転・作品展示・芸能発表など、皆さん楽しい時間を過ごされました。ご来
場の皆様、出店していただいた団体の皆様、ご協力ありがとうございました。

「みんなの安心・安全フェスタ」を開催
──72時間をどう生きるか―みんなで一緒に体験しよう！!──第8回 防災フォーラム

区立井草森公園
この場所は昭和14年（1939）から55年（1980）まで「機械技術研究所」があ
り、平成8年に当公園が開園した。

講演会紹介

ファッションショー（シルバー人材センター）

自転車シミュレーター 昔遊び 綿あめ作り 子ども広場

桃二小早朝合唱合奏クラブ

鉄道模型運転（杉並工業高校） 移動プラネタリウム スタンプラリー抽選会場

なみすけ＆ナミーエコたわし販売

起震車体験

フリーマーケット中学生レスキュー隊による実演カプリース･キッズ･アンサンブルコンサート大里氏講演会

来て！ 見て！ 体験して！ 楽しもう！！


